
鹿屋市高校生応援給付金支給事業実施要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、高校生等の児童を養育している者に対し、鹿屋市高校生応援

給付金を支給することにより経済的な負担を軽減し、生活の安定に寄与するとと

もに、次代の社会を担う児童の健全な育成に資するため、鹿屋市高校生応援給付

金支給事業を実施することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

(1) 給付金 鹿屋市高校生応援給付金をいう。 

(2) 児童 15歳に達する日以後の最初の４月１日から18歳に達する日以後の最初

の３月31日までの間にある者をいう。ただし、婚姻している者（婚姻の届出を

していないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。）を除く。 

(3) 施設入所等児童 児童手当法（昭和46年法律第73号）第３条第３項に規定す

る施設入所等児童をいう。 

（支給の要件） 

第３条 給付金は、市内に住所を有し、次の各号のいずれかに該当する者に支給す

る。 

(1) 児童を養育し、かつ、これと生計を同じくするその父（母が児童を懐胎した

当時婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にあった者を含

む。以下同じ。）又は母 

(2) 父母に養育されず、又はこれらと生計を同じくしない児童を養育し、かつ、

その生計を維持する者 

(3) 前２号に掲げる者に準ずる者として市長が認める者 

(4) 施設入所等児童が委託されている児童福祉法 （昭和22年法律第164号）第６条

の３第８項に規定する小規模住居型児童養育事業を行う者若しくは同法第６条

の４に規定する里親又は施設入所等児童が入所若しくは入院をしている同法第

42条に規定する障害児入所施設、同法第６条の２の２第３項に規定する指定発

達支援医療機関、同法第41条に規定する児童養護施設、同法第43条の２に規定

する児童心理治療施設、同法第44条に規定する児童自立支援施設、障害者の日



常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律 （平成17年法律第123号）第

５条第11項に規定する障害者支援施設、のぞみの園（独立行政法人国立重度知

的障害者総合施設のぞみの園法 （平成14年法律第167号）第11条第１号の規定に

より独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園が設置する施設をい

う。）、生活保護法 （昭和25年法律第144号）第38条第２項に規定する救護施設、

同条第３項に規定する更生施設、同法第30条第１項ただし書に規定する日常生

活支援住居施設若しくは売春防止法 （昭和31年法律第118号）第36条に規定する

婦人保護施設の設置者 

２ 前項第１号の場合において、父及び母がともに当該父及び母の子である児童を

養育し、かつ、これと生計を同じくするときは、当該児童は、当該父又は母のう

ちいずれか当該児童の生計を維持する程度の高い者によって養育され、かつ、こ

れと生計を同じくするものとみなし、その者に給付金を支給する。 

３ 前項の児童の生計を維持する程度の高い者の判断は、児童手当（児童手当法に

規定する児童手当をいう。以下同じ。）の例による。 

４ 第２項の規定にかかわらず、父又は母のうちいずれか児童の生計を維持する程

度の高い者が市外に住所を有する場合は、市内に住所を有する母又は父（当該児

童を養育しない、又はこれと生計を同じくしない者を除く。）に給付金を支給す

る。 

５ 第１項の規定にかかわらず、児童を養育し、かつ、これと生計を同じくする者

が、日本国民でない者である場合であって当該児童が国内に住所を有しないとき

又は給付金に相当するものの支給を既に他の都道府県若しくは市区町村から受け

ている場合は、給付金は支給しない。 

（給付金の額） 

第４条 給付金は、月を単位として支給するものとし、児童１人につき月額5,000円

とする。 

（支給の認定） 

第５条 給付金の支給要件に該当する者（以下「受給資格者」という。）は、給付

金の支給を受けようとするときは、その受給資格及び給付金の額について、市長

の認定を受けなければならない。既に認定を受けた受給資格及び給付金の額に変

更が生じた場合も、同様とする。 



（認定の請求及び認定の通知） 

第６条 前条の認定の請求（以下「認定請求」という。）は、次に掲げる書類を市

長に提出することによって行わなければならない。 

(1) 鹿屋市高校生応援給付金認定請求書（別記第１号様式。以下「認定請求書」

という。） 

(2) 住民票の写し 

(3) 市外に住所を有する児童があるときは、当該児童の属する世帯の全員の住民

票の写し 

(4) 受給資格者が、児童と同居しないでこれを養育し、かつ、これと生計を同じ

くする者であるときは、当該事実を明らかにすることができる書類 

(5) 受給資格者が、児童のうち父母に養育されず、又はこれと生計を同じくしな

い児童を養育し、かつ、その生計を維持する者であるときは、当該事実を明ら

かにすることができる書類 

(6) その他市長が必要と認める書類 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は前項各号に掲げる書類の内容を公簿等によっ

て確認することができるときは、当該書類の提出を省略させることができる。 

３ 市長は、認定請求があった場合は、その内容を審査し、認定することを決定し

たときは鹿屋市高校生応援給付金認定通知書（別記第２号様式（その１））によ

り、認定しないことを決定したときは鹿屋市高校生応援給付金認定請求却下通知

書（別記第２号様式（その２））により、それぞれ請求した者に通知する。 

４ 認定請求が市長の定める期限までに行われなかった場合は、受給資格者が給付

金の支給を受けることを辞退したものとみなす。 

（給付金の支給） 

第７条 市長は、第５条の認定を受けた受給資格者（以下「受給者」という。）に

対し、給付金を支給する。 

２ 給付金の支給は、受給資格者が前条の請求をした日の属する月の翌月から始め、

給付金を支給すべき事由が消滅した日の属する月で終わる。 

３ 受給資格者が住所を変更した場合又は災害その他やむを得ない理由により認定

請求をすることができなかった場合において、住所を変更した後又はやむを得な

い理由がやんだ後15日以内にその請求をしたときは、給付金の支給は、前項の規



定にかかわらず、受給資格者が住所を変更した日又はやむを得ない理由により当

該認定請求をすることができなくなった日の属する月の翌月から始める。 

４ 第２項の規定にかかわらず、児童が15歳に達する日以後の最初の４月１日（以

下「年度初日」という。）から給付金の支給要件に該当する者に対する当該給付

金の支給は、年度初日が属する年の４月分から始める。ただし、年度初日の属す

る年の３月１日から９月30日までの間に認定請求をした場合に限る。 

（給付金の額の改定） 

第８条 給付金の額が増額することとなるに至った場合における給付金の額の改定

は、受給者がその改定後の額につき認定の請求をした日の属する月の翌月から行

う。 

２ 前条第３項の規定は、前項の改定について準用する。この場合において、前条

第３項中「受給資格者」とあるのは「受給者」と、「認定請求」とあるのは「給

付金の額の改定の請求」と読み替えるものとする。 

３ 給付金の額が減額することとなるに至った場合における給付金の額の改定は、

その事由が生じた日の属する月の翌月から行う。 

４ 第１項の規定にかかわらず、年度初日から給付金の額が増額することとなる者

に対する当該給付金の額の改定は、年度初日の属する年の４月分から始める。た

だし、年度初日の属する年の３月１日から９月30日までの間に次条の規定による

給付金の額の改定の請求（以下「額改定請求」という。）をした場合に限る。 

（給付金の額改定請求） 

第９条 前条の給付金の額改定請求は、鹿屋市高校生応援給付金額改定請求書（別

記第３号様式。以下「額改定請求書」という。）を市長に提出することによって

行わなければならない。 

２ 額改定請求書には、給付金の額の増額の原因となる児童に係る第６条第１項第

２号から第６号までに掲げる書類のうち必要なものを添付しなければならない。 

３ 市長は、額改定請求があった場合は、その内容を審査し、給付金の額の改定を

認めたときは鹿屋市高校生応援給付金額改定通知書 （別記第４号様式 （その１））

により、給付金の額の改定を認めないときは鹿屋市高校生応援給付金額改定請求

却下通知書（別記第４号様式（その２））により、それぞれ額改定請求をした者

に通知する。 



４ 市長は、額改定請求がない場合であっても、公簿等によって給付金を減額すべ

き事実があると確認したときは、職権によりその額を改定し、その旨を鹿屋市高

校生応援給付金額改定通知書（別記第４号様式（その１））により受給者に通知

する。 

（支給の制限） 

第10条 市長は、受給者が正当な理由がなく第17条の規定による求め又は質問に応

じなかったときは、給付金の額の全部又は一部を支給しないことができる。 

２ 市長は、受給者が鹿屋市税条例（平成18年鹿屋市条例第80号）の規定により課

税された市民税、固定資産税及び軽自動車税を滞納している場合又は確定申告若

しくは市県民税の申告をしていない場合は、給付金の支給をしないことができる。 

（支払の停止） 

第11条 市長は、受給者が次に掲げる市に対する納付金を滞納しているとき、正当

な理由なく第20条第１項の規定による届出をしないときその他市長が特に必要が

あると認めるときは、給付金の支払を一時停止することができる。 

(1) 国民健康保険税 

(2) 保育園保育料 

(3) 次のアからウまでに掲げる手当又は給付金の返還金 

ア 児童手当（児童手当法附則第２条第１項の給付を含む。） 

イ 児童扶養手当 

ウ 鹿屋市高校生応援給付金 

（未支払の給付金） 

第12条 受給者が死亡した場合において、その死亡した者に支払うべき給付金で、

まだその者に支払っていなかったものがあるときは、市長は、その未支払の給付

金の支給要件となっていた児童であった者に支払うことができる。 

（未支払の給付金の請求） 

第13条 前条に規定する未支払の給付金を受けようとする者は、鹿屋市高校生応援

給付金未支払給付金請求書 （別記第５号様式）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の請求があった場合は、その内容を審査し、未支払の給付金を支

給することを決定したときは鹿屋市高校生応援給付金未支払給付金支給決定通知

書（別記第６号様式（その１））により、未支払の給付金を支給しないことを決



定したときは鹿屋市高校生応援給付金未支払給付金請求却下通知書（別記第６号

様式（その２））により、それぞれ当該請求をした者に通知する。 

（支払の調整） 

第14条 給付金を支給すべきでないにもかかわらず、給付金の支給としての支払が

行われたときは、その支払われた給付金は、その後に支払うべき給付金の内払と

みなすことができる。給付金の額を減額改定すべき事由が生じたにもかかわらず、

その事由が生じた日の属する月の翌月以降の分として減額しない額の給付金が支

払われた場合における当該給付金の当該減額すべきであった部分についても、同

様とする。 

（不正利得の返還） 

第15条 市長は、偽りその他不正の手段により給付金の支給を受けた者があるとき

は、その者から既に支給した給付金の全部又は一部を返還させることができる。 

（受給権の保護） 

第16条 給付金の支給を受ける権利は、譲り渡し、又は担保に供することができな

い。 

（調査） 

第17条 市長は、必要があると認めたときは、受給者に対して受給資格の有無に関

する書類を提出すべきことを求め、又は関係職員をして受給者その他の関係者に

質問させることができる。 

（給付金の支払等） 

第18条 給付金は、毎年４月から９月までの分を10月、10月から翌年３月までの分

を３月に支払う。ただし、10月又は３月に支払うべきであった給付金又は支給す

べき事由が消滅した場合におけるその月までの給付金は、10月又は３月でない月

であっても支払うものとする。 

２ 給付金の支払は、受給者が認定請求書で指定した金融機関の口座（次項におい

て「指定口座」という。）に振り込む方法により行うものとする。ただし、当該

方法による支払が困難であると認められる者については、この限りでない。 

３ 受給者は、指定口座を変更するときは、鹿屋市高校生応援給付金振込口座変更

届（別記第７号様式）を市長に提出しなければならない。 

（現況の届出） 



第19条 受給者は、毎年６月１日から同月30日までの間に、その年の６月１日にお

ける状況を記載した鹿屋市高校生応援給付金現況届（別記第８号様式）に第６条

第１項第２号から第６号までに掲げる書類のうち必要なものを添えて市長に提出

しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は同項の規定により届け出られるべき書類の内

容を公簿等によって確認することができるときは、当該届出を省略させることが

できる。 

（氏名、住所等変更の届出） 

第20条 受給者は、次の各号のいずれかに該当するときは、当該各号の事項が生じ

た日の翌日から起算して14日以内に、鹿屋市高校生応援給付金氏名・住所等変更

届（別記第９号様式）に第６条第１項第２号から第６号までに掲げる書類のうち

必要なものを添えて市長に提出しなければならない。 

(1) 氏名又は住所を変更したとき。 

(2) 第３条第１項各号に規定する支給要件に係る児童（以下「支給要件児童」と

いう。）のうちに氏名又は住所を変更した児童があるとき。 

(3) 配偶者（市内に住所を有し、第３条第１項第１号に規定する者に限る。以下

同じ。）の氏名又は住所に変更があったとき。 

(4) 配偶者を有するに至ったとき又は配偶者を有しない者となるに至ったとき。 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は同項に規定する添付されるべき書類の内容を

公簿等によって確認することができるときは、当該書類の提出を省略させること

ができる。 

（住民基本台帳法による届出） 

第21条 住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第23条又は第24条の規定による届

出があったときは、その届出と同一の事由に基づく前条又は次条の届出があった

ものとみなす。 

（受給事由消滅の届出） 

第22条 受給者は、給付金の支給を受けるべき事由が消滅したときは、速やかに鹿

屋市高校生応援給付金受給事由消滅届（別記第10号様式）を市長に提出しなけれ

ばならない。ただし、支給要件児童が18歳に達する日以後の最初の３月31日を経

過したことにより、給付金の支給を受けるべき事由が消滅したときは、この限り



でない。 

（給付金の受給資格消滅の通知） 

第23条 市長は、前条の届出又は公簿等により給付金の受給資格が消滅したことを

確認した場合は、当該給付金の認定を取り消し、鹿屋市高校生応援給付金支給事

由消滅通知書（別記第11号様式）により当該受給者に通知するものとする。 

（添付書類の省略等） 

第24条 市長は、災害その他特別の事情がある場合であって、特に必要があると認

めるときは、この要綱の規定により請求書又は届書に添えなければならない書類

を省略させ、又はこれに代わるべき他の書類を添えて提出させることができる。 

（児童手当受給者が給付金の対象者となる場合等の認定の特例） 

第25条 児童が15歳に達する日以後の最初の３月31日（以下この項において「年度

末日」という。）において、児童手当法第７条第１項（同法第17条第１項の規定

により読み替えて適用する場合を除く。）（同法附則第２条第４項において準用

する場合（同項において準用する同法第17条第１項の規定により読み替えて適用

する場合を除く。）を含む。）の認定を市長から受けている者が、年度末日の翌

日において給付金の支給要件に該当する場合で、給付金の受給を辞退する旨の意

思表示を行わなかったときは、次の各号に掲げる年度末日における給付金の認定

の状況に応じ、当該各号に定める当該児童に係る給付金の請求を年度末日におい

てしたものとみなす。 

(1) 給付金の認定を受けていない場合 認定請求 

(2) 給付金の認定を受けているが、当該認定に係る支給要件児童の全てが年度末

日の翌日において支給要件児童でなくなる場合 認定請求 

(3) 給付金の認定を受けている場合（前号の場合を除く。） 額改定請求 

２ 受給者又は受給資格者が、次の表の左欄に掲げる児童手当法施行規則（昭和46

年厚生省令第33号。以下「府令」という。）に定める請求書又は届書を提出した

場合は、それぞれ同表の右欄に掲げるこの要綱に定める請求書又は届書の提出が

あったものとみなす。 

児童手当・特例給付認定請求書（府令

様式第２号） 

鹿屋市高校生応援給付金認定請求書

（別記第１号様式） 



児童手当・特例給付現況届（府令様式

第６号） 

鹿屋市高校生応援給付金現況届（別記

第８号様式） 

児童手当・特例給付氏名・住所等変更

届（府令様式第８号） 

鹿屋市高校生応援給付金氏名・住所等

変更届（別記第９号様式） 

（その他） 

第26条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 



別記 

第１号様式（その１）（第６条関係） 
 

鹿屋市高校生応援給付金認定請求書 

鹿屋市長        様 
提 出 年 月 日 ・    ・ 

請

求

者 

ふりがな  

性 別 男 ・ 女 生  年  月  日     年  月  日 
氏   名 

 

 

住   所 

電話番号 

〒   － 

鹿屋市 

電話番号     （    ） 

配 偶 者 の 有 無 有  ・  無 

配

偶

者

等 

ふりがな  
生  年  月  日     年  月  日 

氏   名 

 

住      所 

（請求者と異なる場合） 

 

児  

 

童 

氏 名 続柄 生 年 月 日 
同居・別居

の別 

海外留学をしている

場合の出国年月 
住  所 

監護の

有無 

生計 

関係 

※児童との関係で該

当する場合に○印 

  
  年  月  日 同・別     年  月 

 
有 ・ 無 

同一 

・ 

維持 

・未成年後見人 

・父母指定者 

・同居父母 

  
  年  月  日 同・別     年  月 

 
有 ・ 無 

同一 

・ 

維持 

・未成年後見人 

・父母指定者 

・同居父母 

  
  年  月  日 同・別     年  月 

 
有 ・ 無 

同一 

・ 

維持 

・未成年後見人 

・父母指定者 

・同居父母 

金

融

機

関 

名  称 支 店 名 種 別 口 座 番 号 口座名義（カナ） 

銀行・金庫 

信組・農協 

漁協 

本・支店 

本・支所 

出 張 所 

普 通 

その他 

（   ） 

        

 

給付金 

月 額 

１児童につき 

月額5,000円 
計     円  

添付 

書類 

口座確認 住民票 申立書類 身元確認書類 その他 

   □運転免許証 □その他  

 
 



第１号様式（その２）（第６条関係） 

 

鹿屋市高校生応援給付金認定請求書 （施設等受給資格者用） 

鹿屋市長       様 
提 出 年 月 日 ・    ・ 

請

求

者 

ふりがな  
施設等の名称  

設置者等の氏名 

（ 法 人 名 等 ） 

 

 
施設等の種類 

 

設置者等の住所地 

（法人の主たる事務

所 の 所 在 地 ） 

電 話 番 号 

〒   － 

鹿屋市 

 

電話番号     （    ） 

施設等所在地 

又は里親住所地 

電 話 番 号 

〒   － 

鹿屋市 

電話番号   （   ） 

児  

 

童 

氏  名 生年月日 備  考 

 
年  月  日  

 
年  月  日  

 
年  月  日  

 
年  月  日  

 
年  月  日  

金

融

機

関 

名  称 支 店 名 種 別 口 座 番 号 口座名義（カナ） 

銀行・金庫 

信組・農協 

漁協 

本・支店 

本・支所 

出 張 所 

普 通 

その他 

（   ） 

        

 

給付金 

月額 

１児童につき 

月額5,000円 
計     円 



第２号様式（その１）（第６条関係） 

 

                             第     号 

                             年  月  日 

  

       様 

鹿屋市長         

 

鹿屋市高校生応援給付金認定通知書 

 

    年  月  日付けで請求のあった鹿屋市高校生応援給付金については、 

次のとおり認定したので通知します。 

 

認 定 に 関 す る 事 項 
 

１ 支給対象児童数 

２ 区分 

高校生相当児童           人  

 

 
 

  

高校生応援給付金 
 

３ 手当月額 高校生応援給付金          円 
 

 

 

４ 支給開始年月             年  月から 

 

備 考  

 

 

 



第２号様式（その２）（第６条関係） 

 

                             第     号 

                             年  月  日 

  

       様 

                        鹿屋市長       印 

 

鹿屋市高校生応援給付金認定請求却下通知書 

 

    年  月  日付けで請求のあった鹿屋市高校生応援給付金については、

次の理由で請求を却下したので通知します。 

 

認 定 請 求 却 下 に 関 す る 事 項 

却下した理由 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備 考  

 



第３号様式（その１）（第９条関係） 

 



第３号様式（その２）（第９条関係） 

 

〒　　　－

電話番号　　　　（　　　　）
〒　　　－

電話番号　　　（　　　　）

円

提 出 年 月 日 ※受付確認年月日

施設等所在
地又は里親

住所地

施設等
の種類

・ ・

受

給

者

・ ・

生年月日
・ ・

増 額 又 は 減 額 の 別 増　額　　・　　減　額

増 額 又 は 減 額 の 原 因 と な る 施 設 入 所 等 児 童

氏       名 生　年　月　日 備　　考

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

増 額 し た 理 由
ア　委託又は入所若しくは入院
イ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

減額した理由
ア　死亡した
イ　委託解除された又は退所若しくは退院をした
ウ　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事 由 の 発 生 し た 年 月 日 ・　　　　　　・　　　　　　　　

計

　鹿屋市長　　　　　　　様

鹿屋市高校生応援給付金額改定請求書（施設等受給者用）

設置者等の住所地
（法人の主たる事
務所の所在地）

施設等の
名称

設置者等の氏名
（法人名等）

（ふりがな）

備
　
考

※認定
・改定
・却下

※認定・改定・
却下年月日

※認定・改定
年月

※手当月額

　・　・ ・



第４号様式（その１）（第９条関係） 

 

                             第     号 

                             年  月  日 

  

       様 

鹿屋市長        

 

鹿屋市高校生応援給付金額改定通知書 

 

 （    年  月  日付けで請求のあった）鹿屋市高校生応援給付金の額の 

改定については、 
請求 

により、次のとおり改定したので通知します。 
職権 

 

認 定 に 関 す る 事 項 
 

１ 改定後の支給対象児童数 

２ 区分 

高校生相当児童           人  

 

 
 

  

高校生応援給付金 
 

３ 改定後の手当月額 高校生応援給付金          円 
 

 

 

４ 改定年月              年  月から 

５ 改定（増・減）の理由    

 

 

 

 

備 考  

 

 

 



第４号様式（その２）（第９条関係） 

 

                             第     号 

                             年  月  日 

  

       様 

                        鹿屋市長       印 

 

鹿屋市高校生応援給付金額改定請求却下通知書 

 

年  月  日付けで請求のあった鹿屋市高校生応援給付金の額の改

定については、次の理由で請求を却下したので通知します。 

 

額 改 定 請 求 却 下 に 関 す る 事 項 

却下した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

備 考  

 

 



第５号様式（第13条関係） 

 



第６号様式（その１）（第13条関係） 

 

                             第     号 

                             年  月  日 

  

       様 

鹿屋市長        

 

鹿屋市高校生応援給付金未支払給付金支給決定通知書 

 

    年  月  日付けで請求のあった鹿屋市高校生応援給付金の未支払給 

付金の支給については、次のとおり支給することに決定したので通知します。 

 

支

払

の

内

容 

支 払 期 間 年  月分から    年  月分まで 

支 払 金 額           円 

支払年月日     年  月  日 

支 払 方 法  

 

 

 



第６号様式（その２）（第13条関係） 

 

                             第     号 

                             年  月  日 

  

       様 

                        鹿屋市長       印 

 

鹿屋市高校生応援給付金未支払給付金請求却下通知書 

 

    年  月  日付けで請求のあった鹿屋市高校生応援給付金の未支払給 

付金の支給については、次のとおり請求を却下したので通知します。 

 

却 下 の 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第７号様式（第18条関係） 

 

鹿屋市高校生応援給付金振込口座変更届 

 

    年  月  日  

 

鹿屋市長       様 

受

給

者 

住 所 
 電話

番号 

 

ふりがな  
生年

月日 
    年  月  日 

氏 名  

注 届出人が受給者でない場合は、以下の届出人欄も記入してください。 

届

出

人 

住 所  
電話

番号 

 

ふりがな  
受給者と

の続柄 

妻 ・ 夫 ・ 父 ・ 母 

その他 （     ） 氏 名  

 

鹿屋市高校生応援給付金の振込口座を下記の口座に変更したいので、届け出ます。 

 

記 

金融機関名 
銀行・金庫 

信組・農協 

漁協 
支店等名 

本・支店 

本・支所 

出 張 所 

種 別 普通 ・ その他（   ） 口座番号        

カ タ カ ナ  

口 座 名 義  

 



第８号様式（その１）（第19条関係） 

 
 

鹿屋市高校生応援給付金現況届 

鹿屋市長        様 
提 出 年 月 日 ・    ・ 

受

給

者 

ふりがな  

性 別 男 ・ 女 生  年  月  日     年  月  日 
氏   名 

 

 

住   所 

電話番号 

〒   － 

鹿屋市 

電話番号     （    ） 

配 偶 者 の 有 無 有  ・  無 

配

偶

者

等 

ふりがな  
生  年  月  日     年  月  日 

氏   名 

 

住      所 

（請求者と異なる場合） 

 

児  

 

童 

氏 名 続柄 生 年 月 日 
同居・別居

の別 

海外留学をしている

場合の出国年月 
住  所 

監護の

有無 

生計 

関係 

※児童との関係で該

当する場合に○印 

  
  年  月  日 同・別     年  月 

 
有 ・ 無 

同一 

・ 

維持 

・未成年後見人 

・父母指定者 

・同居父母 

  
  年  月  日 同・別     年  月 

 
有 ・ 無 

同一 

・ 

維持 

・未成年後見人 

・父母指定者 

・同居父母 

  
  年  月  日 同・別     年  月 

 
有 ・ 無 

同一 

・ 

維持 

・未成年後見人 

・父母指定者 

・同居父母 
 

給付金 

月 額 

１児童につき 

月額5,000円 
計     円  

添付 

書類 

口座確認 住民票 申立書類 身元確認書類 その他 

   □運転免許証 □その他  

 



第８号様式（その２）（第19条関係） 

 

 鹿屋市高校生応援給付金現況届（施設等受給資格者用） 

鹿屋市長       様 
提 出 年 月 日 ・    ・ 

受

給

者 

ふりがな  
施設等の名称  

設置者等の氏名 

（ 法 人 名 等 ） 

 

 

施設等の種類 

 

設置者等の住所地 

（法人の主たる事務

所 の 所 在 地 ）   

電 話 番 号 

〒   － 

鹿屋市 

 

電話番号     （    ） 

施設等所在地 

又は里親住所地 

電 話 番 号 

〒   － 

鹿屋市 

電話番号   （   ） 

児  

 

童 

氏  名 生年月日 備  考 

 
年  月  日  

 
年  月  日  

 
年  月  日  

 
年  月  日  

 
年  月  日  

 

給付金 

月額 

１児童につき 

月額5,000円 
計     円 

 



第９号様式（その１）（第20条関係） 



第９号様式（その２）（第20条関係） 

 



第10号様式（その１）（第22条関係） 



第10号様式（その２）（第22条関係） 

 

〒　　　－

電話　　（　　　）
〒　　　－

電話　　（　　　）

提 出 年 月 日 ※受付確認年月日

  ・   ・

受

給

者

（ふりがな）
生年
月日

・ ・設置者等の氏名
（法人名等）

設置者等の住所地
（法人の主たる事
務所の所在地）

施設等の名称
施設等
の種類

施設等所在地又
は里親住所地

消 滅 事 由 の 発 生 し た 年 月 日 　　　　年　　月　　日

備
　
考

・　   ・

消 滅 し た
受 給 事 由

　ア　施設等を廃止した、里親登録が消除された等

　イ　施設等の所在地又は里親の住所を他の市町村（特別区を含む。）に変更した

　ウ　全ての児童が施設入所等児童でなくなった

　エ　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鹿屋市長　　　　　　　様

鹿屋市高校生応援給付金受給事由消滅届（施設等受給者用）

該当する

ものを○

で囲んで

ください。



第11号様式（第23条関係） 

 

                             第     号 

                             年  月  日 

  

       様 

                        鹿屋市長         

 

鹿屋市高校生応援給付金支給事由消滅通知書 

 

 下記のとおり鹿屋市高校生応援給付金の支給事由が消滅したので通知します。 

 

記 

 

１ 消滅した日      年  月  日 

 

２ 消滅の理由 

 

 

 

 

 

 


